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十六、少年刑事第一審案件終結情形 

近十年臺灣各地方

法院少年刑事第一審案

件終結件數，由 97 年逐

年遞增至 103 年 367 件為

高峰，惟於 104 年遽減為

269 件，主因為違反毒品

危害防制條例案件減少

所致；106 年因偽造文書

印文罪及竊盜罪增加，致

案件終結件數及被告人數

均較 105 年微幅增加。 

依罪名別分析，106 年以違反毒品危害防制條例 122 件(占 44.36%)為主，妨害性自主罪

44 件(占 16.00%)居次，偽造文書印文罪 29 件(占 10.55%)第三，強盜罪 14 件(占 5.09%)第四。

觀察近十年少年刑事第一審案件罪名變化，97 年犯強盜罪之案件數及被告人數皆居首位，98

年違反毒品危害防制條例案件數超過強盜罪，被告人數仍以強盜罪最高，自 99 年起案件終結

件數及被告人數，則均以違反毒品危害防制條例為最高。 

 

表 2.14 臺灣各地方法院少年刑事第一審案件主要罪名 

單位：件；人 

年別 

違反毒品危 

害防制條例 
妨害性自主罪 

偽造文書 

印 文 罪 
強盜罪 殺人罪 竊盜罪 

終結 

件數 

被告 

人數 

終結 

件數 

被告 

人數 

終結 

件數 

被告 

人數 

終結 

件數 

被告 

人數 

終結 

件數 

被告 

人數 

終結 

件數 

被告 

人數 

 97 年 44 47 45 51 - - 71 119 19 30 6 8 

 98 年 80 90 45 67 4 4 60 108 15 30 5 7 

 99 年 103 110 40 49 1 1 47 74 13 23 4 4 

100 年 164 183 53 79 4 4 32 61 8 16 5 5 

101 年 202 229 50 69 3 3 25 36 15 21 5 5 

102 年 197 230 47 64 3 7 35 49 16 23 5 5 

103 年 198 237 66 84 4 4 32 52 5 19 5 5 

104 年 119 137 53 57 10 10 26 39 12 12 7 7 

105 年 134 155 47 51 15 15 14 17 12 15 1 1 

106 年 122 143 44 46 29 31 14 31 13 25 11 11 
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106 年少年刑事第一審

案件科刑人數為 311 人，主要

集中逾一年至三年以下有期

徒 刑 ， 共 計 200 人 ( 占

64.31%)，其中 113 人為違反毒

品危害防制條例；而處逾七年

重刑者，僅有 3 人(占 0.96%)。 

依犯罪原因別分析，106

年以自制力不足(占 47.59%)為

主，其次為交友不慎 ( 占

20.69%)，再其次為性衝動(占

7.93%)；另六成一少年非行時

有共犯，犯罪型態則以偶發犯

罪為主。 

 

表 2.15 臺灣各地方法院少年刑事第一審案件終結情形 

 中華民國 106 年                             單位：件；人

罪名別 
終結 

件數 

被 告 人 數 
保安 

處分 

緩刑 

人數 合計 科刑 不受理 無罪 其他 

總                         計 275 330 311 3 7 9 189 188

違反毒品危害防制條例 122 143 139 1 3 - 103 103

妨害性自主罪 44 46 41 - 3 2 26 25

偽造文書印文罪 29 31 31 - - - 6 6

強盜罪 14 31 30 - - 1 25 25

殺人罪 13 25 21 1 - 3 11 11

竊盜罪 11 11 9 - 1 1 3 3

傷害罪 10 16 16 - - - 4 4

詐欺罪 10 10 8 - - 2 3 3

妨害自由罪 4 4 3 1 - - 1 1

公共危險罪 3 6 6 - - - 5 5

其他罪名 6 7 7 - - - 2 2

併案裁判 9 - - - - - - -

註：終結情形「其他」含免除其刑並交付保護處分、免訴、管轄錯誤、通緝等。 
 

 
 


